
肌に触れる風がだんだんと冷たくなり、秋が深まっていくのを感じます。秋から冬に移り変わっていく

この季節は、お米やにらなど地元で収穫できる食材も多く、栄養もたっぷりです。

地元の食材を上手に活用しながら、身体も心も温まるような給食を提供していきたいと思っています。

「いい歯の日」は１９８９年（平成元年）に日本歯科医師会が制定した記念日で、

８０歳まで自分の歯を２０本以上保つことを目的としています。

２０本の歯があれば、ほとんどの食べ物はかみ砕くことができ、味を楽しみながら

食事をすることができます。

では、どんなことに気をつければ、歯を健康に保つことができるのでしょうか。

食後にしっかり歯を磨くことはもちろん大切ですが、そのほかにも「よくかんで食べ

ること」が歯を健康に保つためにとても大切です。

西方地域の学校給食のご飯は、

毎食｢西方産コシヒカリ米｣を

使用しています。

11月から納品されるお米は今

年度収穫された新米になります。

楽しみにしていてください。学校給食では、毎月かむことを意識した｢カミカミ献立｣を提供しています。

ご家庭でも食材を選ぶときには、かみごたえのある食材を☆


